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ダム工事骨材採取用と しての

タ ワーエキスカベータの実績について

徳 竹 功* 桧 原 為 治料

HitachiTower Excavators……TheirContribution

to Expediting of Dam Construction

ByIsao Tokutake

Tsubakihara Office,Sato,Ltd.

TamejiMatsubara

KameariWorks,Hitachi,Ltd.

Abstract

ThedamconstructionworkfortheNarudePowerStationof
KansaiP〇WerCo.

in19500fferedthetowerexcavatorthe丘rst
opportunity of participationin this

typeofworkinthiscountry･Thejobassignedtothis占rstexcavator,designed

andbuiltbyHitachi,Ltd･･WaStOgathersandandgravelstobemixedwithcement

inshortestspanoftime･Eventually,thisattemptprovedsucharemarkablesuc-

CeSS,Cutting the scheduled constructionperiodgreat】y,thatintheconstructionof

theTsubakiharaPowerStation,KansaiPowerCo･,Which
was setin two years

later･thesameexcavatortogetherwithitssuccessor,alsoofHitachi,smake,WaS

takenintoserviceagainandtheircontributiontotheexpeditingofthe
workwas

Thearticlepublishesstraightforwardreportoftheachivementbytheseexcavators

alongwiththedetai1softheirconstructionandotherdatathatmay.beofreference

to thoseinterestedin these machines.

〔Ⅰ〕緒 言

昭和25年日本発送電株式会社(現在は関西電力株式会

社)成出水力発電所ダム建設工事にタワーエキスカベ【

タが骨材採取月]2二して我国で初めて使用された｡当時使

用者は初めて接する機械であり,製作者も骨材採取用と

しては第1号機であったが予期以上の成果を挙げて,成

出工事の工期短編の原動力となり引続き昭和27年関西

電力株式会社梅原水力発電所の建設工事が始まり,本機

が再びダム用骨材 仮の主要な地位を占め今日までその

機能を十分に発揮して工

そすべての槻械と同

使用者が絶えず密接な達

*
佐藤工

進掛こ大きく貢献した｡およ

,建設機械においても製作者と
を保って互に協力Lながら,

株式会社椿原出張所
ヰ*

日立製作所亀有工場

その取扱いならびに整備に創意工夫を凝し,改良して行

ってこそ始めてその機能を十分に発揮し,かつよりよい

ものが生産されるのであるが,本横はこの点特に恵まれ

た環境にあり･今日迄一度のオー㌧パ∴-ホ←ルもせず,実

転時間は昭和28年11月迄に1号磯は7,300時間,2号

機は5,200時間,採取骨材累計300,000皿3におよぶ優

秀な 鍔を収めた｡

以下本機の稼動実態を検討するが本機は常願寺川,黒

部川を始め全国河川の河床整理に使用されているものと

ほその目的が根本的に異なり,後に示す

かなように,骨材の選択掘削のための能

実さ表であきら

低下または節

分設備,輸送設備の故障のための休止,あるいほ現場の

要請に基き修理すべき状態あるいは時期にあっても酷使

けたり,修理の回数,程度にも常識外れの点もある

がここにほ実態をありのまま記載し,率直な批判検討を

加えて御参考に供する次第である｡
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第1図(a)

Fig.1.(a)

日 立1.2m3 タ ワ ー エ キ ス カ べ
← タ
rj膚法 図

GeneralView of Hitachil.2m:葦Tower Ex亡aVatOr

第1図(b)

Fig.1.(b)

日 立1.2m3 タ ワ ー エ キ ス カ べ
←一+タ

Hitachil.2m3Tower Excavator jn Service

バ ケ ッ ト の 大 き

掘 削

径

主 塔

掘 削

掘 削

引 写

⊥､ヒ▲

Rヒ

さ

力

問

さ

範 囲

速 度

速 度

バ ッ ク 速 度

第1表 日 立1.2m:一夕 ワ
ー

エキ
ス カべ← タ仕様

Tablel. Speci丘cation of Hitachil･2m3Tower
Excavator

1.2m3

25m3/h

280m

25m有効(肇削面より)42m

主塔より 90～270m

約 56In/mn

牢均180m/mn

約 360m/mn

〔ⅠⅠ〕設備 の 概 要

設置場所ほ庄川上流の富山県東礪波郡上平村で,昭和

25年8月据付を完了し稼取を開始した｡このタワーエキ

スカべ←タの工珪囲および概略寸法を第2囲および第1

囲に,ウインチの外観図を第3図に示し,仕様は第1表

の通りである｡テール移動は一般に手動式に依る直接操

主 索 緊 張 速 度

主 電 動 機

竜 野

操 作 方 式

テ
ー ル 方 式

テ
ー

ル ウ イ ン チ

テール′ウイ ンチ電動機

約10m/mTl

ワードレオナード D.C.75kⅥr

3,300V 60′ヽ

電 動 珊
_L

械

電 動 プ ラ イ ド ル

遠 方 操 作

電 動 扱 胴 形 ウ イ ン チ

151くW 220V 60∩し

作のブライドル式であるが,本地点はテール側への連絡

橋がはなはだ遠方のため,運転室内で容易に操作できる

遠胡彙作の電動ブライドル式で,その方式を第4図に示

す｡そのウインチの仕様は第2表の通りである｡

タワ←エキスカベータの主電動機ほ直流でワ←ドレオ

ナード制御方式である｡この操作関係の結線図は第5図

(第16頁参照)の通りである｡
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Fig.4.Transfer of TailPosition
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第2図

日立1.2m3 タワーエキス

カベータ工法図

Fig.2.

Constructjon Diagram

Of Hitachil.2m:‡Tower

Excavator

Fig.3. Winch

第2 表 チト ル ウ イ ンチの仕様
Table2.Speci丘cation

of TailWinch

支 持 荷 重

巻 込 荷 電

電 動 機

電 源

10t

5t

150kW TO-KKII

220V 60〔し

〔ⅠⅠⅠ〕タワbエキスカベータ設備

の地形的考察

(り 骨材採取場所の選定

骨材採取場所は成出下流の既設発電所小原ダムのバッ

クウオータの絡た,ちようど庄川が川幅約230m.ぐら

いに山､ポケットを形.成Lているところで水利的に最も

骨材の堆積する条件下にあり,小原ダム完成以来堆積し
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機器番号に附した英文字は■F記の意味巻有する｡

月ヱ)‥.‥‥.ドラグローブドラム制動用

β月……‖レールロープドラム制動用

Cか.‥‖‥.ドラグローブドラムクラッチ用

C_だ……‖レール/ローブドラムクラッチ用

ヱ)‥‖‥‥ドラグロープ巻用

ダこJ……‥逆 風 器 用

エ‥.‥‥.逆 転 用

j～……‥正 転 用

皮A‥‥.‥.レールロープ巻用

S‥‥….介 巻 界 磁 用

γA……‥尾 塔 用

ズ…….‥.補 助 用

第5図

Fig.5.

記 号

日 立1.2m3 タ ワ ー エ

Connection Diagram of

た適度の小玉石,砂利層ほ旧河床岩盤上約15mに達し,

しかも融雪期,梅雨期,台風季等ある程度定期的に出水

し,その都度掘肖りして穴になった部分をほとんど埋め尽

す程骨材の流入をもたらし,このエキスカベータ設置以

来今日迄実稼働3箇年間にわたって砂,砂利のバランス

の関係上ときには掘削場の選定に困難を来たしたことは

あったが,堆積骨材不足のため採取をやめたこと8■まほと

んどない恵まれた地理的条件下にあった｡すなわち掘削

地点の上流側ほ河床勾配1/160前後,流速は約2m/Sで

骨材の流出に適しており,地形的にもポケット状を形成

したバックウオータの終点であるため,土砂が堆積しや

すい｡したがって掘削土砂の80%は流出中の土砂であ

り,既成堆積土砂は僅か20% と推定される｡かように

械
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地理条件がタワ←エキスカベータの機能を大きく左右す

るものであることがうかがわれる｡

したがってその選定の主眼点は

(A)既成堆積土砂よりも水利に依る常時流出する土

砂を掘削する地点｡

(B)堆積層の深い地点｡(少くとも10m以上)

(C)水中を掘削する地点｡

等におくべきである｡固定式タワーエキスカベータの場

合は一層その信念を強くするものであるし｢

特に当地点におけるごとく,他の採取機に依存するこ

となく,絶対的使命をこの種機械に負っている場合は特

に予定採取量に十分な余裕のある河床であるかどうかに

っいで浜重な地質の調査が必要であるJ
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第6図 日立1･2m3タワーエキスカべ←タ塔高に

対する掘削陸離と径間の関係の標準寸法

Fig･6･StandardDigging Distance andSpan

for Tower Height of Hitachil.2m3

Tower Excavator

(2)掘削距離の問題

掘削距離ほ一般に第`図の通りである｡第7図は掘削

状態を京す｡本地点では堆積層が深いこととテール側対

岸が掘削河床より高いため,設計条件以上に遠方掘削が

可能であった｡しかし一般の場合バケット降下の際ドラ

グロープほその自重にて垂れを生じ地上と摺れて著しく

その 命を縮めたり,あるいほその他部品の消耗,運転

の難易を考慮して,経済的見地から理想的な最大掘削距

離は250mとするのが妥当であろう｡最小距離は設計条

件として 90mとなっているが河床が深い関係上20m

以上縮めることができた｡

ワ←エキスカべ-･タの実績について 1095

第7図

Fig.7.

1･2m3バケット(実測掘削量2,750kg)

1.2m3Bucketin Service

(2,750kgin ActuaISurvey)

〔ⅠⅤ〕稼働実績について

第3表から第9表までは成出工

纏められた

れる｡

および梅原工 毎に

ある｡水表から一応次の結論が得ら

鋤こ対する作業時間の比

は平均65% とみなしうる｡

すなわち稼観時

休止時聞の内訳中エキスカベータ以外の儒分装置

等に起因するものが10%以上あるからエキスカべ

←タ白身の稼軋時間率ほ75% とみなしうるが,ダ

ム骨材採取用の場合はその設備に依り多少異っても

これと同様のことは当然起るわけであるからむしろ

65% と考えるのが妥当であろう｡

(2)採取量に関してほ,8時間 務に対してほ1台

1日中距離掘削において'170m3/dayとみなすべきで

ある｡勿論これは掘削距離の遠近により異なるが1

時間平均28m3となすべきであろう｡たゞし昼夜運

転において1台1月650m3以上を容易に採取して

いる点については別の意味で注目すべきであろう｡

(3)バケット運搬の1サイクル所要時間は中距離掘

削においては2mnとみなすのが妥当であろう｡

第3凄 日立1･2m3タワ←-･,コニキスカべ←タ稼働時間率一於成出水力蒐 所工事

Table3･ Ratio ofWorking Hours of Hitachil.2m3Tower Excavator for the Conq

StruCtion of Narude Water Power Plant

内 訳



第 4 表 日 立

一飯

分

平
均
l
時
間

期 間

孟 (m3)

計

畠 (m3)

計

転 時

撤 回

二取

分

運

採

師

バケット1回往復所要時間(mn s)

1.2m3 タ

25.8.2へ■
8.15

1,919

1,535

町15

137‡00

3:37

ワ
ー エ キ ス カ ベ ー タ

ー於 成
出 水 力

8.16～9.15i9.16-1D.15 ■10.16～11.15 11.16-12.15

5,473100

7,392:00

4,378;00

5,913‡00

617:70

1,437㌻20

10≡47
176:50

11,621こ00

19,014‡00

15,210:Oe

10,459

1,094;00

2,531120

18≡34

387:00

309:50

348:00

36く40

23:40

18≒70

21≡10

422:12

1,368:54

31,597 00 44,668】00

25,276:00

11,325こ00

28,437;00

845:00

3,376:20

13:37

406こ00

325:00

365j50

27:30

4,256

15:01

422;00

335て 00

380 こ00

29130

29≦00

23て20

26…10

2≡04

(註)…二芸芸芸ミ…:ミ;;こ;芸:二…:…芸芸‡何れも四捨五入…:孟≡≡芸こ言讐這l…言慧含芸≡苦孟警≡芸芸孟昌

第 5 一麦
日 立1.2m3 タ

節分の故障(手符時間)(hmn)

作業棟動時間による運転延回数 (回)

作業壕動時間による運搬延距離 (m)

所 新 設 工 事

12･笠:1.151.Ⅰ6～2.15

7,208

5,766

41,282

6,242

2Clて 50

16:40

31≡40

25く10

2打30

1;54

6,487

21:80

29:50

昭和26年11月以降は骨材の要なく従って運転時閤が激減している統計的には26年10月15日迄

ワ ′■ ニエ

1㌻諒杢ユー25年8月

運転のたのの僚動日数 (日)1

1/2t修理のための欣業日数 (日)

水害,風雪及除害のための休業日数(日)

停電に依る 條業日数 (日)

親祭日に依る林業日数 (日)

骨材ビン満載による
(手間時間)(bmn)

1,2号磯

1,2号磯

1,2号機

3,787 95

nU
593

3,8如

855,800

〔註)1.採取量は1回バケット運搬量を0･8m3として算定す｡
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O
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125= 25

8,783:76
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2,218,700≡00il,579,600:00

26年1月

1371 0051

∧
U
(
U

46月U3朗7312

1,852;20
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O

(U3

595り
ム

2,058

3,417
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Table4.

7,503

6,002

53,050

59,683

Table5.

551543

19

37≡00

122:00

5,780

48,800

2,312,000

00

Performance
of Hitachil.2m3Tower Excavatorin the Construction of

Narude Water Power Plant

282;05

3,145j43

345:40

3,491≧23

379;20

4,220㌻19

1097

10,635

8,508テ00

61,558:00

9,572≡00

69,255三00

383:00;
6,244;ワOJ

1;53

8,562㌻00

85,512】00

6.850:00

68,408≡00

7,706:00
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たゞしこの実績表を見るに当っては次の諸点を考

れたい｡

(1)このタワーエキスカベータはワードレオナード

方式で速度制御が非常に円滑である上,テトル移動

の遠方操作が極めて容易で採取能率に大いにプラス

となっている｡

(2)玉石は一般に小さく最大寸法 30cm程度のも

のが少なくぼとんど20cm位止りであり,堆積層

が比較的軟かい上にほとんど水中掘削であるためバ

ケットの爪が立たぬことほほとんどない｡

(3)洪水時の悪条件下においても現場の要請に基き

無理な採取をした｡

(4)最盛期は昼夜連続運転を強行し,一般の機械の

ごとく1日8時間運転と比較すると非常に苛酷な条

件下に置かれている｡

第36巻 第7号

(5)採取した骨材も節分設備およびその他の機械の

関係上相当量の玉石を捨て細砂を逃がしている故,

実際には掘削士量は表に示すよりも5%程度多い｡

(6)バケットの1サイクル所要時間は種々のロスが

含まれている故,実際には平均1mn50s程度であ

り順調なときは1mn40s 度である｡

〔Ⅴ〕主要磨耗部品の調査

主要磨耗部品すなわちライニング,各シ←ブ,バケッ

トの爪等の磨耗状態を毎月かならず一度ずつ測定し,そ

の状況を統計的に調査することは機械の細部点検上,ま

た機械に精通し改善する上からいっても極めて重要なこ

とであるので,運転外の時間を利用して,ぜひ実施する

ことが望ましい｡そのうちおもなる部品に触れてみよ

う｡

第 6表 日立1.2m3タワーエキスカべ←タ稼働時間率一於椿原水力発電所工事

Table6. Ratio ofWorkingHoursofHitachil･2m3Tower Excavator for the Con-

str11Ction of the Tsubakihara Water Power Plant

昭和27年9月16日一昭和28年11月15日

第 7 表 日 立1 ■

運 転 時

実 運 転 時

欣 転

〕星 転

欣 転

う誼 搬

採 寂

時

日

日

回

間(h mn)

間(h工nn)

間(h王nn)

数 (日)
･･･

:::･

数 (回)

墓 (m3)

1河当 りの所要時間(mn s)

1.2m3 タ ワ
ー エ キ ス カ べ ← タ 稼 働 実 績 表

一於 椿
原 水 力 発 電 所 工 事

343く 50

199L OO

144:50

21:00

9≒00

5,193こ00

4,985:28

11:27

6≒38

4149
173:10

166≡17

9≒28

247:28

237:38

17j OO

463:00

444:48

342;42

170:47

171L55

13‡00

17≒00

11…25

5≡51

5144
141:56

135;90

13≒07
326:69

313;62

16 て05

5

(U

5

0

4

2
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nO

O
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3

5

2

1

1

15≡00

16≒00

3,808:00

3,655 L68
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3

3

9

4

5:02

126:93

568:00

545:28

2:09.6

324:25

187:05

137:20

21;00

10;00

5,184:00

4,976;64

10二20

6114

4≡36

172:80

165;88

8て54

246:85

236;98

14:30

410:00

384:96

145;25

17≡00

11≡00
5,630:00

5,404L80

11 l

八U

2

3

180≡16

11≡29
331;17

317:92

18:20

533 こ 00

511:68

2 06.0

0028

3

55只Uqり

,26
9

′

′

∧U

<U

O

∧U

(U

O

5

4

1

5

4

(U

l

l

1

3

2

8

930ロ03

11て41

344‡82
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(り クラッチ･ブレーキライニング

クラッチバンドおよびプレ←キバンドの寸荘図は第8

図および第,図のごとくである｡ライニングの材質ほク

ラッチ･ブレーキとも曙饗で建設機械用ゴムモールドラ

イニングY20である｡成出工 中に測定したライニン

グ磨耗の一例を示せば第10表(第24頁参照)の通りで,ブ

レーキ･クラッチともその磨耗はデッドエンド側が多く,

ライブエンド側が少くなっている｡これほライニングの

第8図 クラ
ッチバ

Fig.8.Djmensions

Table7.

4.16～5.15

427j OO

277 20

149 ㌻40

25:00

14j14

9デ14

5≡00

Performance of

Of Tsubakihara

5.16～6.15

467二25

286㌻00

181:25

25:00

6:00

8,457

8,030;90

281…90

267:69

11毒26

338;28

321:23

668こ00

634;60

2jo2.4F

6.16～7.15

ンド寸法図

Of Clutch Band

495:25

361:20

134j O5

24;00

6:00

10,669:00

10,172j oo

1町31

12:07

4≡24
355㌻63

339;06

15こ03

444;54

423;83

接触面庄の分布がデッドエンドを最大として対数曲線的

に滅少してライブエンドが最小となっているためであ

る｡

(2)シープのロープ溝表面の磨耗

シープの 磨耗測定説明図は第10図(第25頁参照),実

測値ほ第11表(第24頁参照)のごとくである｡材質におい

て,キャリヤシープ,リードシープは鋳鋼品第4種,テ

ンションブシ←ブ･ドラグシ←ブほ鋳鋼品第3種である｡

垣

10DO中

ライフエンド

デッドエンド

第9図 ブレーキバンド寸法図

Fig.9.Djmensions of Brake Band

HitachiNo.11.2m3Tower Excavatorin the Constructi｡n

Water Power Plant

7.16～8.15

567≡00

390 ㌻55

176:05

29≡00

2:00

12,099く00

9,676

5;46
403;30

333:65

2:06.0

8.16～9.15

558:23

374:33

1く 00

11,990

9.16-10.15110.16～1】.15

403:05

252:55

16≡15
555三00

360;75

272≡30

206㌻20

66:10

30 00

1;00

6,301≡00

4,095:65

9‡07

5

2

5

1

6

2

0

6

1

3

2

1

6:55

210:03

計

5,709

3,700 ≡50

2,008

337

89

107,550

94,096

35

00

00

00

67

13:35

8j48
4≠47
256:07

10】58

319≡13

279:21

百 分 率
(%)
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第 8 表 日 立 2 号1.2m3 タ ワ ー エ キ ス カ ベ ー タ 稼 働 実 績 表

ー於 榛 原 水 力 蒐 所 工 事

第 9 表 日 立1.2m3 タ ワ ← エ キ ス カ ベ ー

タ(1号+2号)稼働実績表

一於 椿J京 水 力 発 電 所 工 事

期 間

卜 ･

運 転 時

突 運 転 時

休 転

進 転

休 i転

運 搬

採 二晩

時

日

日

回

間(bmn)

間(hmn)

間(b mn)

数 (日)

数 (日)

数 (回)

史 (m乏)

最

大

月
巾
･
l

RH

道

道

採

1回当

転 時

搬 回

:取

間(h mn)

数 (何)

量 (m3)

り の所要時間(mn s)

27･9･肯15110.16-11.15

144;50

21

9

5,193

31:00

00: 8,080;00

4,985こ28

11三27

6;38
4‡49

237;38

2:16.8

7,756≡80

15

11

3

269

258

01

07

54

33

10;45と

269≡33!

258弓58l
351
1

00l

376:32

2≡27.6

11.16-･12.15
12.16-

2臥1.15

7

9

1

3

18:00

504:00

483:84

2;27.6

1.16′･一2.15

23;00

7,487

7,187

9

4

4

124

119

47

30

83

79

22

97

95

19て 20

568…00

545128

2 L16.8

2.16へ一3.15

687 ≒35

424

949

6.45

2服6弓

2

4

4

1

12,071

(U

5

(U

O

5

4

0

0

11.765;76

11;27

1

6

〇
.
9

2

1

2

8

9

1

1

0

2と06.0

3.16･-4.15

724ミ00

547:25

176≡35

56室00

0

0

<U

(U

6

飢2上Ul

4-(U21

8几U9

J
652

1

0

7

亡U

2

2

35

00.4

9≡46

290 73

279;08

19!40

600;00

576≡00

2iO2･キ

(註)1.採取量はバケット1回の換算率27.9.16～28.7.15の間は1.2m3×80%=0.96m3,28.7.16～臥15は0.8m3,28.8.16-9.15は0･75In8,

28.9.16～11.15は0.65m3 としている｡

2.1日平均の項は1号校,2号機合計の平均を2にて除した数字を示す｡
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Table8.

4.16～5.15

323 三55

208:20

115:35

10

6

3

202

47

56

51

66

20342

.4-八U23

Table9.

4.16～-5.15

Performance of HitachiNo.

Tsubakihara Water Power

5.16-～6.15

393 ≡4【)

5

5

4

5

3

9

3

5

2

1

23;00

8㌢oD
6,861:00

6,482:90

13:07

7≡48

5L19

228:70

216:09

10≠06

298;30

281:86

19㌻30

596:00

565;50

2;02.4

6.16～7.15

488:55

353;30

135:25

27:00

3:00

11,265:00

10,687:95

16;17

11:47

4…30

375:50

356 て 26

13‥05

417:22

395;85

20:00

636:00

603;00

1.51.6

7.16～8.15

460

332

127

2S

21.2m3Tower Excavatorinthe Construction of

Piant

1

1 8.16～9.15 9.16～10.15 10.16～11.15

1101

3｢00

10,628:00

8,486;00

11:05

4;15

354:26

282;80

379:57

303;07

18:20

613:00

490:40

Performance of Hitachil.2m3

0f Tsubakihara Water Power

5.16～6.15 6.16～7.15 7.16～8,15

1,027:00

723 ㌻30

303;30

57て00

5

22,727

18,162:00

5;04

155.2

558:35

371:50

186;45

30喜00

1≡00

11,196:00

8,397:00

18;37

12;23

6…14

373:20

279;90

12:23

373;20

279:90

21毒20

639;00

467:25

390

282

108

27

25

05

20

00

3iOO

9,278:00

6,030

16:55

651てOD

423115

277㌻00

192:25

84;35

30;00

3,775;2(1

9萱14
6㌻25

2:49

193:60

125;84

9毒40

280:00

182:00

158.8

Tower Excavator(No.1+No.2)

Plant

8.16-9.15

1,116:58

746:23

371);35

60;00

2:00

23,186

17,380

18 37

12;26

12童26

386:43

651:00

488三25

1≡55.2

9.16～10.15

793≡ 30

535;00

258

55

5

17,340

30

00

00

00

11,271…00

13≡13

8;55

4≡18

289:00

187:85

16j 55

651;00

423;15

10,16～11.15

jn

12,109:00,

7,870

6㌻38

2‡31

201く81

131j18

6至38

201‡81

131:18

1:55.2

計

4,383;48

2,939:U8

1,444:40

315;00

87,228:00

74,880㌻87

(U

O

3

(U

2

∩凸

91672

7723

21:20

65Ⅰて 00

603 ㌻00

百 分 率
(%)

100j OO

〇

八U

3

7

亡U

3

8

1

the Construction

計

652 ≡00

139

194,778

168,977

12‡56

8㌻31
4:25

249て 71

216:63

1(1≡11

298:73

百 分 率
-･､

10D:00

65室80
34;20

82≡40

17:60

3･月中1日最大は1,2号磯の実績中より最大のものを抽出して掲げている｡

4･採振乱節分機械の関係上相当是の玉石を捨て,細砂を逃している故実際にはこれより相当大なる塁の堀削をしている｡バケット1回換算率小なる程この担

央は大になっている｡
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第11表 各 シ ー プ 磨 耗 量 調 査 Tablell. Wear of Sheaves

36,530 40,957

ノてノブ

52,701

(註)業26年4月に入りて直ちにこのシープを取替えた｡ †6月中旬取替えている｡
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TablelO. Wear of Akebono,s Bl･ake and Clutch Ljning

5.21

ク ラ ツ

トラック;ド

5
0
(
U

n)5

6
7
7
5
月
U

第10図

Fig.10.

昭和25年8月2日･-β告和26年7月27日

ツ

グーフド

プ レ

ド ラ ック

〇
八
U
5
0
n
U

と
U
3
3
6
7

648 42

20,412

18,371

シ′･- プ溝磨耗測定要領 図

Measuring Method for Wear of

Sheave Groove

本表に依ると,キャリヤシ･一ブは主塔より最も遠いもの

の磨耗が他の2輪に比して大きいのは笑バケット曳行時

においての負荷が他のものより大きいためであり,また

リードシープはキャリヤシ←ブに比し負荷が小さいにも

かゝわらず磨耗が大きいのは1輪のため鋼索ストランド

に引かれて横振れ振動に依る滑りに起因するものと考

えられる｡

ドラグシ←ブの磨 が特に鵬著であるのは他のシ←ブ

に比して最も苛酷な倖用条件にあり,ことに鋼索に附着

した土砂が磨滅剤の役をなし,あるいほ基バケットがバ

ックして停止の際,シープと鋼索の間にスリップを生ず

ク ラ ツ

ト ラ ック

6.5

6.0

7.0

6.5

6.5

D 41130

Ⅰ.2,41130

D13,026

L 64,775

D ll,723

Ⅰ.58,279
24.877 24,877

)ヽ■ノヽノ)､ヽノハ
リ
5
5
0
0

4
1
1
1
.
4
(
(
(
(
(

nV

O
5
5
0

7
6
6
亡
U
6

8550

2,614

3,353

ドラグ,ブレーキ,ライニング7.18取替
798 1.3m,24,998回(22,489m3)
()内は~奴替時の残存写さ

るためであろう｡テンションシ←ブの

に比例して磨耗量が変化しているのは当

耗はその回転数

である｡

〔ⅤⅠ〕各部品の耐用期間の検討

予備品の不準備が故障時の取巻修理に与える時間的損

失ほ莫大なものがあり,今日迄にも に一つの小部品が

ないため機械全般の運転を休止せざるえない苦い経験を

重ねているので,ある程度余裕のある予備品を準備する

ことがぜひ必要である｡

しかし,これは他面経済的問題と関連する故,そこに

ほおのずから一つの限度があるから,各部品の使用実績

に基きその耐用時間を正確に判断把握し,新たな条件を

よく吟味してそれに応ずる必要最小限の部品の品目,数

星等を定め準備すべきである｡主要 耗部 品の第

る耐用期間については次の結論を得た｡

(り パケ､ソト関係の補助鋼索

ロ㌧-プは18声(19×6)を使用しているので,他所で使

用しているIWRC形の場合と趣きを異にする上,現場

で使用した中古品も相当使用し,かつ太さの異るものも

代用してきたので耐用時間も不定であるが,実蹟の平均

値から結論を下せば耐用期間は第12表(次頁参照)のごと

くなる｡なおこの鋼索は特殊鋼製の鍬こおきかえるよう

研究中で,近くこれを実現して飛躍的改良を実施する予

定である｡
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第12 表

Table12.

詠

フ ロ ン ト ロ ー プ

ダンピングロ
ーブ

ハンギングロ
ー ブ

ダンピング補助ロープ

号

日 立

バ ケ ツ ロ ー プ寿 命表

Life of Bucket Rope

2実運転時間
100

95

85

130

(b〕l堀 葉 菜(m3)

2,600

2,470

2,210

3,380

第14 表 曙 製 規 格 ラ イ

Table14. Measured Durability

機

第36巻 第7号

第13表 7てレーキクラッチライニングの寿命

Table13.Life of Brake and Clutch

実運転時間(h)二堀削土畳(m3)

ブレーキライニング

クラッチライ ニング

1,500

1,800

グ 耐 久 実 績 表

Of Akebono's Standard Linings

ド ラ グ ブ レ ー キ

ド ラ グブ レー キ

ド ラ グク ラ ッ チ

ト ラ ッククラ ッチ

ト ラ ックブレーキ

トラ ックブレーキ

全 部

デッドのみ

全 部

全 郡

デ ッ ド

ラ イ ブ

25.9.24～25.11.29

25.4.】2～26.6.21

25.9.24-26.9.25

25.9.24～26.9.25

25.9.24～26.7.18

25.9.24～26.9.25

(註)1･No･1トラッククラッチライニング中ライブバンドは工事完了迄使用したが

385 L 47

338｢55

1,842:29

1･842童29l
l,541:29】

1,842:29j

10,845:00

45,205L O()

52,995:00

33,000

42,000

47,695:00

40,684㌻00

47,695:00

128

120

125

125

133

00

50

0()

00

00

125;0〔〉

11片以昭はほとんど複軌していないので一応10月 31日迄と

した.デッドパンドの方も5 月 29日以降威替なし｡

No･1ドラグブレーキライニングは3月12日,7月18日取替以後は取替なし｡

No･1ドラグクラッチライニングは1月19日取替9月迄そのまゝ使用している､,

No･2クラッチライニング全部｡トラックブレーキライブエンドライニングは全工事取替なしで楳勤しているが9J125日以降はほとんど

稼動していないのでこれ迄としたt.

第15 蓑

Table15.

種

号 機

ドラグクラッチ

ラ イ ニ ン グ

2 号 機

ドラグブレーキ

ラ イ ニ ン グ

一敗~替:月 日

26. 1. 20

26. 1. 24

26. 1. 25

26. 1. 27

25.11. 30

25.12.14

26. 1. 25

26. 2. 5

26. 2. 9

26. 3. 7

代 用 ラ イ ン

Life of Substituted Linings

仕 様

デッドのみズックぺルト 5′′(中古品)
4′/隔にて使用

自動車代用ライニング3〝,4′′暗に継で償用

デッドのみ

デッドのみ

そのまゝ使用

そのまゝ使用

ズックベルト

ズック′ミ/レト

ズックベルト

ズックベルト

幅
幅
幅

4 新品

中古品)
二して使用
(卜∨

〃

〃

〃

54

市販ライニング(昭)幅25〝

/′

(自動車用)幅3′′6mm

グ 使 用 ノ夫 繹 表

運 乾 時 間
b ■mTl

2:30

6‡10
4㌻55

4:15

運搬 回 数
(同)

(2)タラ､ソチブレーキライニング

成出工事時代予備品が無く種々の代用ライニングを佐

用したため,ドラムの偏 耗を生じト以後のライニング

磨耗に悪影響を与えているが正常状態の場合としての耐

用期間は第13表のものとみなしうる｡規格の曙製ライニ

ングを使用L-た場合の実績ほ第11表の通りである｡親格

のものを使用するのが当

採 寂数 量

(m3)

2,554シ00

3,328:00

1,975 ≡00

778:00

5,673j OO

4.146て 00

】ノミケツト1回往
役所要時間(s)

125 ≡50

であるが,市販のライニング

を代用した場合の実績は第15表のごとくはなはだしきほ

数時間以内の寿命である｡

(3)バ ケ ッ ト

成出工事においては当初2簡,後予備晶1箇を追加

し,合計3箇で交互に修理交換しつつ使周した｡椿原工
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第16 表 バ ケ ッ ト 取 替 状 況 表

Table16.FrequencyofReplacemeneofBucket

1号 椀

2 号 械

予 備

(C)iC
Bl(Al)

(註)1.Aは25.8.2よ:り,Bは25.9.24 より使用｡

2.()はその時取替しバケットを示す｡

Å,B,Cの右肩数字は修理補強回次を示す｡

3.Aは9月15日以降も使用しているが明輝ではいので一応

9月15日迄の耐用とみなした｡

第17 表 バ ケ ッ ト の 寿 命

事においてほ前記の外にさらに1箇追加し,合計4箇を

用いた,その取換状う凪･ま第1`表,耐田期間は第17表のご

とき 置である｡バケツlの磨耗破損は使用する爪の臍

耗如何によることは極めて大である｡故にバケット取掩

えの中間において--･度爪の取換えをなすことが望まし

いっ第1･4表のバケツ†Dの結果がよくこれを京Lてい

る｡.Dの結果よ~りバケットは

芙運転時†紬………………･650～700b

採 取 量……‖.… 柑,000～20,000m3

のとき補修するのが適当であるし.なお現場でレ←ル鋼を

加工して筒底したものも相 好結果をあげている､､

Table17. Measured Durability of Bucket

25.臥 2～25.9.28

25.9.24～25.10.17

25.9.28～25.12.6

25.10.17～26.3.2

25.12.6～26.5.23

26.3.2～26.7.15

26.5.23､26.9.15

27.1l.26～28.5.17

第18 表

Table18.

623:55

216:42

637:47

627;50

7

2

1

3

∧U

q〕

0

6

7

ごU

7〔13

1,183二13

10,229:00

5,773=00

19,035:00

18,501:DO

21,676:00

20,461;00

21,182

32,496

9,935:40

5,073≡46

16,143

17,321

バ ケ ッ ト ツ メ の 使 用 状 況

Measured Durability of Teeth of Bucket

ロロ

ロロ

ロロ

底 に レ ー ル 補 強

底 に レ ー ル 補 強

底 に レ ー ル 補 強

底 に レ ー

ル 補 強

斬 梼 原 工 事

号 別 耐用期間
実 運 転 時 間

h ;mn

二No.1

No.1

No.2

No.2

No.2

No.2

No.2

2臥 3.19～28.4.17

2臥 7.1トー28.9.1

27.11.26～28.3.15

27.3.15～28.5.17

27.5.17～28.6.12

27.7.7へ′28.8.24

27.臥31〈･28.9.29

178 ≡00

532:55

353~00

運 搬 回 数
(回)

8,530:00

21,519

19,486

13,010

4,941

16,558

11,249

00

00

00

00

00

00

揆 ~取
--･-:--

12,489;60

4,743;36

13,246と40

7,874:43

確

(詳)途中5本全部でなく1本,2本と二晩替している故5本間時に▼取替えしたもののみ掲げた｡

第19 表

Table19.

ド ラ グ シ ー プ の 命 ご実 績 表

Measured Durability of Drag Sheave

(註)上記の取替えを実施した迄の時間を表わL,その時の磨耗状況によりては後にまた使用したものもありすべて使用不能の意ではない｡
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(4)爪

成出工事の実線′まバケットと同時に爪も取替えを行つ

ているから第14表(第26頁)を参照せられたい｡爪は全部

で25箇使用した｡椿原工事においては成出工事の使用分

を修理したものとさらに15箇追加して計40箇使用した｡

その使用状況は第18表(前頁参照)の通りである｡表に依

ると新品ほ600～650時間,修理品は350時間以上の耐

用ができることになっているが,バケットの損耗および

掘削効率の低下を防ぎ,以後の修理を容易ならしめるた

捌こは爪の取替えは早目が良い｡

(5)ドラグシープ

ドラグシ←ブの耐用実績表ほ第19表(前頁参照)の通り

で,掘削距離,旋回角度,運転操作等に依り異り,同表

であきらかなるごとく非常な差が現われている｡また昭

和27年9月以降のものほ顕著な耐用実績を示しているの

はそれ以前のものと材質が異なるためである｡大体耐用

期間は材質に依って相違するが,

耐 用 期 間

掘 削 土 量

である｡

鉄の場合 鋳鋼の場合

1,000b 3,000b

30,000m3 90,000m3

今後ほシ←ブ薄面に表面硬化を施したものが使用され

るので飛躍的に耐久性を増す結果があらわれてくる筈で

ある｡

(`)主 索

本機の→基にはフラットンドタイプ,他の一基にほへ

ルクレスタイブの鋼索が使用され,後者は か運転時問

820時間で切断し,前者は成出植原両工事に使用されなお

切断に至らなかった｡中形タワーエキスカベータにおい

てフラヅ †ンドが絶対的によい結果となった｡耐用実さ

表は第20表の通りである｡たゞしフラットンドタイプも

大形タワ←エキスカべ←タ(2m3)においては,建設省常

願寺川の使用実績に依れば掘削土量 30,000～70,000m3

の寿命実績であった｡同じフラットンドタイプでも,ロ

ープの構成,張力,輪重等の条件が異っているから大形

と中形エキスカべ←タの厳密な比較にはならないがあま

りにも差が大きすぎる｡建設省常願寺川においてほその

後フィラー形を使用してその実績は掘削土量300,000m3

を突破し,フラットソドタイプの鋼索に比して4～10倍

の素晴しい成績を収めている｡中形タワーエキスカベー

タもその後フィラー形が採用されている｡

(7)土 掘 索

実績ほ第21表の通りで,その使用状抑こ依り相当差が

あらわれている｡結論的には次のようにみなす｡

使 用 時 問‥‥‥
‥‥‥.‥1,800～2,000b

掘 削 士 量..‥‥‥….40,000～45,000m3

第36巻 第7号

第 20 蓑 主 索 使 用 実 績 表

Table20･Life of Main Rope

No.2 40¢(19×7)c/エヘルクレスBS120t

25.9.24～25.5.15

26.5.15～26.7.21

1,220｣54

2,■732】04

34,368:68

72,789三01

この間3度スー
ランドを二村監理
ストランド修瑠
1度

No･14叫ダ〔(7×7)+6×(d十12十9)コc/エBS120t

この間ストラン
ド1本切断す

第 21蓑 ド ラ グ ロ

ープ使用実績表
Table21･Life

of DragRope

2印(6×19)Z

(諌)1.

2.

中古ワイヤを修理して再度使用したものは除外している｡

2号磯第1回のロープはテンションブロックに噴い込み局部

的損傷したのに原因し早期取替となる｡

第 22 表 テンショ
ンロープ使用実績表

Table22.Life of TensionRope

25.8.2～26.7.0

26.7.9～27.11.24

2,279㌻05

1,778く11

58,307

41,390

この間修理を実
施している

/′

25.9.24-27.9.28

27.9.28～28.5.6

2,086こ1(J

l,108㌻43

56,252

25,990

64喜孟℃讐讐警娼
09 /′

(註)使用ワイヤーは東京製鋼26¢(6×19)であったが,28.5以降は

中古品の修理したもの｡時に22¢も使用してきいてる｡

(8)主索操作索

その実熟ま第22表の通りである｡結論的には次のごと

くみるのが妥当であろう｡昨今フィラ十型鋼索が広く一

般に使用されているが,これは主索操作用にも使用され

るべきものでその場合ほ耐用期間は一段と向上するもの

と思われるが本機に使用したロープ(6×37)においては

運 転 時 問…………….1,800～20,000h

掘 削 土 量………… 40,000～45,000m3

である｡
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〔ⅤⅠⅠ〕保守について

保守ほ機械効 と寿命を左石し,故障を末 に防止す

る上に欠くべからざるもので,その重要性はいまさらこ

ゝに指摘する迄もないが,今迄の修理,予備品の準備等

とは見方を変えて主として取扱いに対する心構えの問題

を中心としてこゝに改めて総括的に述べることにする｡

しかして保守においてはそれを取扱う老がすみやかに

これに精通して,それを愛 する気特になって点検整備

手入を実施してゆくことがその要蹄であるが,これはダ

ム工事のごとく従業員の入替えの激しいところにおいて

ほなかなか困難なことで,したがってこれが実現のため

には定期的に整備するある種の規定を作り習慣化してゆ

くことが緊要である｡本税において実施したことを述べ

てみる｡

(り 運転維持上の心構え

(A)機械室内は常に清潔整頓に留意せしめ,その中

にあればおのずから気持ちが改まるごとくであって

ほしい｡楼械各部ほたえず暇を見て自発的に手入れ

するごとく習慣化すること｡

(B)環境の整理ほ機械能 を上げる上に極めて重要

なことである故,故障時等は余剰人員をして努めて

設備内外の清掃,資材整理に当らせること｡

(C)各取付ボルトの緊締は日常手入れ,定期整備を

通じ常に留意せしめること｡

(2)毎 日 整 備

単に点検手入れといつても莫然とみるだけでは細部の

点検はできないから毎日の給油,楼械各部の手入である

この日常手入を通じて点検の効果も収める｡

(A)各人毎に分担を定め責任制とする｡

(B)通常始業30分を手入整備時間としてこの時間

ほかならず手入を行わしめ,たとえ運転できる状態

であっても運転せLめぬごとくする｡

(C)夏季温度上昇の激しいときはさらに午後作業開

始時15～20分の手入,給油時間を設けること｡

(D)夜間作業をなすときは始業前さらに15～20分

程度の給油手入時問を設けること｡

(3)毎 週 整 備

毎日整備は給油をした表面的整備である故各部分別重

点的に細部の点換手入をなさしめることがぜひとも必要

である｡これは毎日整備の毎朝の30分の時間を利用し

問内に全部に行きわたるごとく日割して実施す

る｡今日迄実施して来たその一例を示せば,

日曜日….各ウイ
RいP

テン

月曜日….マスト関係(テンショソブロックを含む)

火曜日‖‥キャリヤ,リードシーブ,バケット関係

水曜日….各モ←タ,電気品関係

木曜日‥‥テ←ル関係

金曜日.‥.各ワイヤー関係 査,ワイヤクップ紫紺

土曜日….附帯設備関係,外部配線関係

である｡

(4)その他の整備

工キスカべ←タ採取場には他の節分関係機械と兼務に

て機械工,電気工各々1名ずつ常置せしめることが望ま

しい｡そして上記定期整備ほ主体的にはこの機械工電気

工をして点検せしめるがその他,日常手入定期整備以外

に運転中の機械状況点検,各種 査をも実施せしめる｡

(A)機械工電気工をして故障時の修理,予備品の加

工等の時間外を利用して少なくとも午前,午後各々

1回ずつ各機械,電気晶関係の運転中の状況を点検

せしめる｡

(B)おもなる磨耗部品(ライニング,シ←ブ,爪等)

の磨耗状況を毎月1定足期的に調査し,その統計表

を作らせること｡これは細部点検の最良の方法であ

●
､

(C)電気晶関係は最も点検手入の怠りがちな箇所で

ある敵次のごときテス†,点検,手入を行なわしめ

る｡

(a)毎月1回定期的に各モータ,発電機のテスタ,

メガテスト ギャップテストを実施し,その状況を

統計表にすること｡

(b)同時に各酉己電盤の細部手入をなさしめる｡

(c)10日毎に各モ←タ,発電機のフアン手入を実施

するとともに各オイル点検をなさしめる｡

(d)毎月1回0,C,Bのオイル点検,内部ロッドの

手入を実施する｡

(e)半年に1回は各モ←タ,発電機の分解手入を実

施する｡

(C)の各項は主として休止時間,休憩時間を利用

転に支障なきよう常に事前に予定日を作ってお

くことが必要である｡

以上のべたことはダム工事用骨材採取というごとき緊

急的な作業の場合には現場の要求するところと表面的に

は相反するがごときことが多く,なかなか実行困難なこ

とであるが,現場責任者は確固たる

履行を習慣化してゆかねばならない｡

〔ⅤⅠⅠⅠ〕鯖

念をもってこれが

■吉

タワーエキスカべrタの実績はその使用目的,地理的

条件,.附帯設備等により相当異なるものであるが,本報

肯は単に成出,梼原両工事に使用されたタワーエキスカ

ベータの実態もありのまゝ報告したものである｡
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誠に優秀な成績を収めえた主因ほ

地理的条件の選定が正しかったこと｡

保守整備が 格に実施されたこと｡

日 立

密な統計的調査が実施されて,よくその実体

を把握し,よりよく保守改善がなされたこと｡

(4)使用者と製作者がよく協力して保守改良に努力

したこと｡

にあることがうかがわれる.二.

当初計酎旨導に当られたる硯東京電力株式会社北田技

師ならびに関西電力株式会社北陸支店の幹部ならびに佐

登録番号

205685

205688

205702

205705

205687

特 許

実用新案

205700

205703

205704

205699

205701

205686

205689

205706

205698

205848

413315

鍔

第36巻 第7号

工業株式会社,日立製作所亀有工場の幹部の方々に決

甚の謝意を表し,かつこれが機械の担当者の方々の熱烈

な機械愛 神と,詳細な調査記録にあたって,その

長年月にわたる撹まざる努力と熱意に対し,声 激おくあ

たわざる次第である｡本機ほ第三次の工事用として使用

計画されているもので近くオーバホ←ルを実施し,本

査にもとずき細部に至る迄改善を施し,もって一段と高

能

えて

の実を挙げうるものと信じて疑わざることを申し添

を収める｡

辟= と'j好
=努

最近登録された日立製作所の特許および実用新案

工 場 別 ｣壬

(その1)

名!登録年月日

,√

熔 接 冷 却 レ =]立工場

変 電 所 状 態 遠 隔表示装置

揚水ポンプの制水弁操作操置

エ キ ス パ ン シ ョ ンク ラ ッ チ

有鞘木管式ロングリ
ヅト巻改装置

紙 布 乾 操 装 置

テ ーパ ←ポ ット用ポットカバー

精 紡 機 用 ポ ット
の 改 良

収 傲 型 質

光 電

平 均 レ へ

量

/レ

分 析 装 置

光 装 置

指 示 装 置

"周汲交流ダイヤル方式におけるシグナル
伝送方法

酸

過 電 流 保

物

体

体

日立工場

亀有工場

亀有工場

川崎工場

川崎工場

川崎工場

川崎工場

多賀工場

多賀工場

戸坂工場

戸振工場

茂原工場

中央研究所

中央研究所

日二立工場

山 口文石術門

愕田墓妄茄
● 六郎

倭葦成竺
薄 正 四

井 上

僕谷正

豊

正

谷

原山

野

島
谷
上

田
中
野く

佐 藤

木 米 作

29.5.17
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